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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第113期

第１四半期累計期間
第114期

第１四半期累計期間
第113期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,929,024 2,257,335 9,156,606

経常利益 （千円） 73,243 241,598 556,510

四半期（当期）純利益 （千円） 48,645 170,435 346,677

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,388,800 1,388,800 1,388,800

発行済株式総数 （千株） 14,280 14,280 14,280

純資産額 （千円） 6,184,221 6,674,434 6,500,794

総資産額 （千円） 9,942,628 10,197,231 10,452,738

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.43 12.01 24.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.0

自己資本比率 （％） 62.2 65.4 62.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

①経営成績の分析

　当社のセグメント別受注状況は、歯車及び歯車装置事業ではバルブ・コントロール、ジャッキ、その他の増減

速機は需要が落ち込み、受注は減少いたしました。歯車につきましても自動車用、建設機械用、鉄道・船舶用、

その他産業機械用が減少したため受注は減少いたしました。これにより、歯車及び歯車装置事業としては受注は

減少いたしました。工事事業では原子力発電所の再稼動準備による火力発電所の定期点検工事が抑制されたこと

により、受注は減少いたしました。

　その結果、当第１四半期累計期間の受注高は20億11百万円（前年同期比17.5％減）、売上高は22億57百万円

（前年同期比17.0％増）となりました。一方、当第１四半期会計期間末の受注残高は31億24百万円（前事業年度

末比7.3％減）となりました。

　損益面につきましては、売上高の増加に加え、原価低減と経費削減に努めました結果、営業利益は２億39百万

円（前年同期比247.1％増）、経常利益は２億41百万円（前年同期比229.9％増）、四半期純利益は１億70百万円

（前年同期比250.4％増）となりました。

　各セグメントの業績は次のとおりです。

　歯車及び歯車装置事業では、バルブ・コントロールの受注高は、化学向けが増加したものの、火力発電所、原

子力発電所、輸出、上下水道、石油、鉄鋼、船舶向け、補修用部品が減少したことにより、前年同期比23.1％減

少いたしました。売上高は、上下水道、石油、船舶向けが減少したものの、火力発電所、原子力発電所、輸出、

鉄鋼、化学向け、補修用部品が増加したことにより、前年同期比38.1％増加いたしました。ジャッキにつきまし

ては、受注高は7.4％減少したものの、売上高は15.2％増加いたしました。その他の増減速機につきましては、前

年同期比で受注高は8.7％、売上高も16.3％減少いたしました。歯車の受注高は、自動車用、建設機械用、鉄道・

船舶用、その他産業機械用が減少したことにより、前年同期比35.1％減少いたしました。売上高も、建設機械用

が増加したものの、自動車用、鉄道・船舶用、その他産業機械用が減少したことにより、前年同期比21.5％減少

いたしました。以上の結果、歯車及び歯車装置事業では、受注高は前年同期比21.2％減少し、売上高は前年同期

11.4％増加いたしました。

　工事事業では、受注高は原子力発電所向けが増加いたしましたが、火力発電所、石油、上下水道向けが減少し

たことにより、前年同期比7.3％減少いたしました。売上高は、火力発電所、原子力発電所、石油向けが増加した

ことにより、前年同期比29.8％増加いたしました。
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②財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末における財政状態につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ２億91百万円減少

し73億４百万円となりました。これは主に売上債権が31百万円、たな卸資産が35百万円増加いたしましたが、現

金及び預金が３億27百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は前事業年度末に比べ35百万円増加し28億92百万円となりました。これは主に有形固定資産が68百万

円減少したものの、無形固定資産が33百万円、投資有価証券が72百万円増加したことによるものであります。

　流動負債は前事業年度末に比べ３億79百万円減少し23億83百万円となりました。これは主に、未払法人税等が

18百万円増加いたしましたが、仕入債務が１億24百万円、１年内返済予定の長期借入金が42百万円、賞与引当金

が１億49百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は前事業年度末に比べ49百万円減少し11億38百万円となりました。これは主に長期借入金が47百万

円、退職給付引当金が36百万円減少したことによるものであります。

　純資産は前事業年度末に比べ１億73百万円増加し66億74百万円となりました。これは主に利益剰余金が１億27

百万円増加したことによるものであります。

 

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)　研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は38百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,000,000

計 57,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,280,000 14,280,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 14,280,000 14,280,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 14,280,000 － 1,388,800 － 448,348

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 88,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,089,000 14,089 同上

単元未満株式 普通株式 103,000 － －

発行済株式総数 14,280,000 － －

総株主の議決権 － 14,089 －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株が含まれております。また、「議

決権の数(個)」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

日本ギア工業株式会社
神奈川県藤沢市桐原町７

番地
88,000 － 88,000 0.62

計 － 88,000 － 88,000 0.62

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第113期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　大有ゼネラル監査法人

　第114期第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間　　東陽監査法人

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,252,340 1,925,141

受取手形及び売掛金 3,197,550 3,228,601

商品及び製品 92,431 134,111

仕掛品 593,733 521,384

原材料及び貯蔵品 1,193,558 1,259,437

その他 265,933 235,763

流動資産合計 7,595,547 7,304,439

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,013,291 1,013,291

その他（純額） 1,144,243 1,075,524

有形固定資産合計 2,157,534 2,088,815

無形固定資産 95,035 128,307

投資その他の資産   

投資有価証券 543,140 616,074

その他 66,680 64,795

貸倒引当金 △5,200 △5,200

投資その他の資産合計 604,621 675,669

固定資産合計 2,857,191 2,892,791

資産合計 10,452,738 10,197,231

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,531,408 1,407,313

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

1年内返済予定の長期借入金 230,000 188,000

未払法人税等 62,260 81,051

賞与引当金 304,387 154,872

その他 555,349 472,626

流動負債合計 2,763,406 2,383,863

固定負債   

社債 40,000 40,000

長期借入金 574,000 527,000

退職給付引当金 57,030 20,591

役員退職慰労引当金 735 735

環境対策引当金 23,541 23,541

資産除去債務 195,066 195,104

その他 298,165 331,962

固定負債合計 1,188,538 1,138,934

負債合計 3,951,944 3,522,797
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,388,800 1,388,800

資本剰余金 848,348 848,348

利益剰余金 4,116,206 4,244,066

自己株式 △32,367 △32,472

株主資本合計 6,320,987 6,448,742

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 179,807 225,691

評価・換算差額等合計 179,807 225,691

純資産合計 6,500,794 6,674,434

負債純資産合計 10,452,738 10,197,231
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 1,929,024 2,257,335

売上原価 1,368,863 1,529,688

売上総利益 560,161 727,647

販売費及び一般管理費 491,089 487,877

営業利益 69,071 239,770

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 6,169 6,773

受取保険金 3,122 －

その他 1,724 1,542

営業外収益合計 11,016 8,315

営業外費用   

支払利息 6,318 5,788

その他 525 699

営業外費用合計 6,843 6,487

経常利益 73,243 241,598

特別利益   

固定資産売却益 4,939 －

受取補償金 － 6,128

特別利益合計 4,939 6,128

税引前四半期純利益 78,183 247,726

法人税等 29,537 77,290

四半期純利益 48,645 170,435

 

EDINET提出書類

日本ギア工業株式会社(E02173)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

　期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 72,608千円 79,737千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 42,593 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 42,575 3.0 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,340,676 588,348 1,929,024

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,340,676 588,348 1,929,024

セグメント利益又は損失（△） △41,047 110,118 69,071

　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,493,793 763,542 2,257,335

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,493,793 763,542 2,257,335

セグメント利益 3,372 236,398 239,770

　　（注）セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円43銭 12円01銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 48,645 170,435

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 48,645 170,435

普通株式の期中平均株式数（株） 14,197,514 14,191,802

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月６日

日本ギア工業株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 　前原　一彦　　印

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 　澁江　英樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ギア工業株
式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第114期事業年度の第１四半期会計期間（平成27年４月１日から
平成27年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸
表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本ギア工業株式会社の平成27年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終
了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
 
その他の事項
　会社の平成27年３月31日をもって終了した前事業年度の第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間に係る四半期財務
諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監
査人は、当該四半期財務諸表に対して平成26年８月５日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対し
て平成27年６月12日付けで無限定適正意見を表明している。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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